
特集   この地に生きる

―  問い合わせ  ―

●遊休農地に関すること

　農業委員会事務局

　（農地管理係）

　☎ 0220（34）2317

●中山間地域等直接支払

　交付金に関すること

　産業経済部農林振興課

　（農村環境係）

　☎ 0220（34）2709
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未
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に
な
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植
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え
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ん
だ

誰かの悩みの種が
希望を育む地域の財産に

豊かな自然環境と里山の風景を守り続けている沢田地区。

沢田管理組合の皆さんに活動への思いを聞きました。

　この活動を通して、地区内の絆が強くなったと思

います。作業するときに、行ける人たちで作業すると

いうやり方なので、負担に感じることもありません。

旅費の一部を収益から補助してもらって、みんなで

旅行しているので、それも楽しみの一つですね。

　トウモロコシは、厳しい暑さの日に作業すること

もありますが、私たちが作ったトウモロコシを食べ

て「甘くておいしかった」と喜んでもらえるのがうれ

しいので、これからも続けていきたいです。
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　会長に誘われて、12 年くらい前から参加していま

す。それまで農業は未経験だったので、自分にできる

か分かりませんでしたし、実際やってみると斜面の

草刈りとか大変なこともありましたが、にぎやかな

人が多く、話しながら楽しく作業しています。

　私はメンバーの中で一番若いですが、仕事の話と

かも聞いてくれるので助かっています。何より、この

棚田と風景を守りながら、大変なことやうれしいこ

とを共感できる仲間ができたことが良かったです。
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　農地は、農作物の生産だけでなく、

自然環境の保全など、さまざまな機

能を持っています。また、農村文化の

伝承や都市との交流の創出にもつな

がるほか、ライフスタイルの変化を

求めて移住する例もあるので、地域

振興の面でも価値があります。

　農業の担い手が減少し、遊休農地

の増加が懸念されていますが、地域

一丸となって農地を活用し、農村地

域の活性化につながる取り組みが増

えていくことを願っています。
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